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坂上地区小中一貫型教育校 

三原学園 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東京都八丈島八丈町立三原中学校 東京都八丈島八丈町立三原小学校 

住所：〒１００-１６２３ 

住所：東京都八丈島八丈町中之郷 2474番地 

電話：０４９９６-７-００５７ 

FAX：０４９９６-７-０５２０ 

Web：www.hachijomachi-tky.ed.jp/miharachu 

住所：〒１００-１６２３ 

住所：東京都八丈島八丈町中之郷 2474番地 

電話：０４９９６-７-００１７ 

FAX：０４９９６-７-０５７９ 

Web：www.hachijomachi-tky.ed.jp/miharasho 
 

＜学園シンボルマーク＞ 

●小学生と中学生が手と手を取り合い共に

学び成長する姿を表現 

●八丈島の「８」と、海と空の「蒼」
をモチーフにデザイン 

【校訓】 

紳士たれ 淑女たれ 

【三原中学校 教育目標】 

人間尊重の精神を基調とし、豊かな社会の形成

に貢献できる人間の育成 

○やさしい人 

○たくましい人 

○よく学ぶ人 

【三原学園 教育目標】 

○(共に)自ら進んで学ぶ人   ○(共に)心豊かで思いやりのある人   ○(共に)心身ともにたくましい人 

【三原小学校 教育目標】 

 

○心ゆたかで、思いやりのある子供 

○ねばり強く学習する子供 

○すすんで体をきたえる子供 



坂上地区小中一貫型教育校 三原学園のビジョン 

 

 三原学園として、目指す児童・生徒像を共有し、義務教育９年間を一貫した系統性・

連続性に配慮した学習カリキュラム(教育課程)を基に教育活動を創造する。 

 

 
○教育区分（６・３制）９年間を、４（Ⅰ期）・３（Ⅱ期）・４（Ⅲ期）と捉え、発達段

階に応じて“目指す児童・生徒像”を設定し、系統的・継続的な教育活動

の実現を図ります。 

○小・中学校の教員が、義務教育９年間の全体像を把握し、継続して質の高

い教育を提供します。 

 

 

 

 これまでに取り組んできた「小中連携教育」の成果から、少子化の進行や中一ギャ

ップなどの様々な課題を解決するための一つの方策として小中一貫教育を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

小
学
一
年
生 

【Ⅰ期】 

中学校 

小
学
二
年
生 

小
学
三
年
生 

小
学
四
年
生 

小
学
五
年
生 

小
学
六
年
生 

中
学
一
年
生 

中
学
二
年
生 

中
学
三
年
生 

【Ⅱ期】 【Ⅲ期】 

滑らかな接続 
小学校から中学校へ進学する際の段差(学習内

容や指導方法の違い)を緩やかにし、安定した

(不登校・いじめのない)学校生活を送る。 

教員の相互協力 
小学校の教員と中学校の教員の相互協力関係

が構築でき、学力や体力の向上等の高い教育

効果を上げる。 

一貫した教育課程 
義務教育９年間を見通し一貫した教育課程を

編成・実施することにより、発達段階に応じ

た計画的・継続的な学習指導及び生活指導の

充実を図る。 

異年齢との集団活動 
幅広い異年齢集団による活動を通して、豊か

な人間性や社会性を育成する。 

地域社会との連携 
地域社会と連携した特色ある学校づくりを推

進し、魅力ある学校とすることにより、保護

者や地域社会からの信頼を高め、地域の教育

力を向上させる。 

これまでの小中連携教育の発展 

校舎隣接型 

小中一貫教育 
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坂上地区小中一貫型教育校 三原学園の取組 

 

①交流授業 

（小学校の児童と中学校の生徒が関わり合い学習を深める） 

 

 

 異年齢との交流は、規範意識や自尊感情の形成に効果的

です。年上の子供は信頼されているという実感をもち、年下の

子供は先輩の力に尊敬の念と自らの目標をもつことができる

という相乗効果を期待して行っています。 

 

 
②協力授業 

（小学校の教員と中学校の教員が協力して行う授業） 

 

双方の教員が協力して授業を行うことで、小学校と中学校

の学習内容の関連性を知ることができ、９年間を見通した学

習指導を展開することができます。また、中学校の教員が小

学校の授業に参加することで、専門性の高い学習を行うこと

ができます。 

 
③生徒会・児童会連携事業（小学校の代表委員と中学校の生徒会本部役員による企画） 

 
連携事業の打ち合わせ 

 
朝のあいさつ運動 

 

 

 

 

 

 

お楽しみ交流会 

 
④小・中合同三大行事 

三原大運動会 三原文化発表会・三原展覧会 

  
 小学校、中学校がこれまでに大切にしてきた

単独競技を一部残し、新たに小・中学生が合

同で行う競技を実施します。小中学校の実行

委員会を発足し、スローガンを作ったり、合同

練習を計画したりと本番までの時間も共有しま

す。お互いを思いやる心や協力する姿勢を育

てます。 

 小学１年生から中学３年生までが一堂に会し劇や

音楽発表、総合発表等を行います。オープニング

やエンディングでも小中学校の協力する姿を見るこ

とができます。また、展覧会では、図画工作や美

術、技術、家庭科等の作品を展示し、義務教育９年

間の成長過程を見ることができます。 

 

２ 



 

 

⑤合同避難訓練 

⑥道徳授業地区公開講座 

⑦オリンピック・パラリンピック教育 

⑧小中合同研修会・合同職員会議 

 
合同避難訓練 

 
道徳授業地区公開講座 

 
オリンピック・パラリンピック教育 

 

 

坂上地区小中一貫型教育校 三原学園 ９年間を見据えたルール 

 

＜学校生活９年間の規律づくり＞ 

９年間の学校生活の規律づくりをするために、「三原っ子宣言」、「三原プライド」を作成

しました。中学校では、卒業生の作った映像をもとに「三原ＰＲＩＤＥ」の定着を図って

います。 

 

 

 

小学校［三原っ子宣言］ 中学校［三原ＰＲＩＤＥ］ 

３ 



＜職員室の入室の仕方＞ 

下のように、掲示物を作成し、児童生徒が確認できるようになっています。 

中学生は、この他に１学年・３学年の先生に用事がある場合、日直日誌や鍵を借りる場 

合は、前のドアから、２学年の先生に用事がある場合、配布物を取る場合は、後ろのドア 

から入るようにと注釈がついていて、生徒自身が判断する形をとっています。 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発達段階における話し合い活動の進め方 

 小中学校の生活部会教員が発達段階における話し合い活動の進め方マニュアルを作成し、

現在指導を継続中です。これを活用し、９年間見据えて取り組んでいくことができれば、 

○自ら考え、判断して行動し、目標に向かって取り組むことができる。 

○他者と関わり合う中で、積極的にコミュニケーションをとり自分の考えや、気持ちを

表現することができる。 

○一人一人の意見や考えを尊重し、自分の役割や立場を明確にすることで責任感が生ま

れ、自分たちの力でより良い話し合い活動をすることができる。 

ようになると考えたからです。（別紙資料を参照） 

 

■家庭学習の定着 

 小学校は、各学年の実態に応じて、学年×１０分を目安に毎日出されています。主なも

のとしては、ひらがなや漢字の書き取り、計算、音読などです。学年によって、週末作文

や自主課題、外国語活動におけるスモールトークなども出ています。 

 中学校は、学年×１時間以上の家庭学習を基本として、家庭学習ノートを毎日提出させ

ています。他にも、毎日計算（１日５問程度）や各教科での宿題なども出ています。 

職員室入室マナー〔小学校版〕 職員室入室マナー〔中学校版〕 

４ 

 

 



■共通時程の策定 

小学校 中学校 

登 校 ８：００ 登 校 ８：００ 

朝学活 ０８：１５ ～ ０８：３０ 学活/読書 ０８：１０ ～ ０８：２５ 

１校時 ０８：３５ ～ ０９：２０ １校時 ０８：３０ ～ ０９：２０ 

２校時 ０９：２５ ～ １０：１０ ２校時 ０９：３０ ～ １０：２０ 

中休み １０：１０ ～ １０：３０   

３校時 １０：３０ ～ １１：１５ ３校時 １０：３０ ～ １１：２０ 

４校時 １１：２０ ～ １２：０５ ４校時 １１：３０ ～ １２：２０ 

給 食 １２：０５ ～ １２：４５ 給 食 １２：２０ ～ １２：５０ 

昼休み １２：５０ ～ １３：１０ 昼休み １２：５０ ～ １３：２０ 

清 掃 １３：１０ ～ １３：２５   

５校時 １３：２５ ～ １４：１０ ５校時 １３：２５ ～ １４：１５ 

６校時 １４：１５ ～ １５：００ ６校時 １４：２５ ～ １５：１５ 

終学活 １５：００ ～ １５：１５ 清 掃 １５：１５ ～ １５：３０ 

  学 活 １５：３０ ～ １５：４５ 

下 校 １５：３０ 下 校 １５：５５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学
園
歌 

 

「島
に
生
ま
れ
て
」 

作
詞
：
石
野
田 

奈
津
代 

作
曲
：
石
野
田 

奈
津
代
＋
平
成
二
十
二
年
度
中
学
二
年
生 

 

海
と
山
と
風
の
島 

こ
こ
で
ぼ
く
ら
は
生
ま
れ
た 

や
わ
ら
か
な
自
然
と
人
が
そ
だ
て
て
く
れ
た 

 

お
ち
こ
ん
で
い
る
と
き
見
上
げ
た
空 

い
つ
も
だ
き
し
め
て
く
れ
た
海 

な
ん
ど
見
た
っ
て
あ
き
な
い
夕
日 

す
べ
て
が
ぼ
く
た
ち
の
大
事
な
た
か
ら
も
の
だ
よ 

 

げ
ん
き
ょ
も
ら
っ
て
ど
う
も
よ
い 

明
日
も
笑
顔
に
な
れ
る 

げ
ん
き
ょ
も
ら
っ
て
ど
う
も
よ
い 

こ
の
島
が
大
好
き
だ
よ 

 

変
わ
っ
て
く
き
せ
つ
の
色 

変
わ
ら
な
い
よ
う
き
な
人 

い
つ
か
島
を
出
た
と
き 

じ
ま
ん
す
る
ん
だ 

 

春
は
命
が
め
ぶ
く
フ
リ
ー
ジ
ア 

夏
は
夜
を
い
ろ
ど
る
天
の
川 

秋
は
心
を
そ
め
る
夕
や
け 

冬
は
何
も
な
い 

で
も
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ
て
る 

 

し
ま
し
ゃ
ん
お
じ
ゃ
っ
て
た
も
う
れ 

笑
顔
で
心
つ
な
ご
う 

し
ま
し
ゃ
ん
お
じ
ゃ
っ
て
た
も
う
れ 

ぬ
く
も
り
を
伝
え
て
ゆ
こ
う 

 

藍
ヶ
江
の
海 

あ
そ
ん
だ
グ
ラ
ン
ド 

裏
見
ヶ
滝
く
ろ
す
の
う
か
ら
の
景
色 

伝
え
き
れ
な
い
ほ
ど
き
れ
い
な
場
所
が
あ
ふ
れ
て
る 

 

げ
ん
き
ょ
も
ら
っ
て
ど
う
も
よ
い 

い
つ
か
お
ん
が
え
し
す
る
よ 

し
ま
し
ゃ
ん
お
じ
ゃ
っ
て
た
も
う
れ 

こ
の
島
が
大
好
き
だ
よ 

 

や
さ
し
さ
に
つ
つ
ま
れ
る
島 

い
つ
も
い
つ
も
思
う
ん
だ 

島
に
生
ま
れ
て
よ
か
ら
ら 

島
に
生
ま
れ
て
よ
か
ら
ら 
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三
原
小
学
校 

校
歌 

作
詞 

菊
池 

淨 

作
曲 

藤
田 

玄
播 

 

一 
見
あ
げ
よ
う 

青
い
空 

 
 

 
 

見
わ
た
そ
う 

は
る
か
な
海 

地
球
が
回
る 

風
か
お
る 

花
咲
く
丘
で 

体
を
き
た
え 

ち
え
を
あ
つ
め 

心
み
が
こ
う 

み
ん
な
集
ま
れ 
み
ん
な
集
ま
れ 

僕
の
私
の 

 

三
原
小
学
校 

 

二 

見
あ
げ
よ
う 

白
い
雲 

見
わ
た
そ
う 

時
の
流
れ 

伝
え
て
い
こ
う 

ふ
ん
わ
り
と 

笑
顔
や
さ
し
く 

私
へ
き
み
へ 

な
か
ま
た
ち
へ 

未
来
わ
た
そ
う 

み
ん
な
つ
な
が
れ 

み
ん
な
つ
な
が
れ 

僕
の
私
の 

 

三
原
小
学
校 

 

三 

見
あ
げ
よ
う 

三
原
山 

見
わ
た
そ
う 

八
丈
富
士 

ぼ
く
の
ふ
る
さ
と 

若
葉
か
ら 

深
い
緑
へ 

新
し
い
力 

育
て
よ
う 

今
日
も
明
日
も 

み
ん
な
の
び
よ
う 

み
ん
な
の
び
よ
う 

僕
の
私
の 

 

三
原
小
学
校 

  

三
原
中
学
校 

校
歌 

作
詞 

奥
山 

守
治 

作
曲 

鳥
井 

忠
五
郎 

 

一 

太
平
洋
の
空
高
く 

三
原
の
山
影
清
し 

古
き
伝
統
に
光
あ
る 

我
等
の
里
よ 

学
舎
よ 

あ
あ
楽
し 

共
に
往
く
と
き 

 

 

二 

常
新
し
き 

真
理
あ
り 

強
く
正
し
く
美
し
く 

学
び
て
伸
び
よ 

若
竹
の 

溢
る
る
希
望 

皆
若
し 

い
ざ
共
に 

紳
士
淑
女
と 

 

 

三 

喜
び
の
声 

地
に
充
ち
て 

 
 

 
 

文
化
の
華
は 

咲
き
匂
う 

 
 

 
 

波
を
し
の
ぎ
て 

輝
け
る 

 
 

 
 

自
由
の
光 

い
つ
の
日
も 

 
 

 
 

お
お
仰
げ 

三
原
中
学 
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〒100-1623   

東京都八丈島八丈町中之郷２４７４ 

三原小学校 ℡ ０４９９６－７－００１７ 

三原中学校 ℡ ０４９９６－７－００５７    


